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重要業績
評価指標

交付金の交付割合
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

具体的取り組み
22自治会・区

に交付
3自治会・区

に交付

公約
番号

2
公約内容
事業名

主要各施設(避難所)等共用する施設の日常的な消毒等感染予防策を
講じます

担当課 総務課

担当係 総務係

公約
番号

1
公約内容
事業名

自治会への支援（補助金）を強化し、災害や新型コロナウイルス感染
症を地域で予防します。
該当事業名：防災力向上支援金事業

担当課 総務課

担当係 総務係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
　危機管理の徹底を図るため、自助・共助・公助のうち、地域のことは地域で助けあう「共助」に注力し、各自治会住民
の意識の向上や体制づくりを促進するため交付金を交付する。

検討段階

広域避難所
4箇所

広域避難所
2箇所

予算額 決算額 予算額 決算額

内容
　消毒液、消毒ボトルスプレー、消毒液詰替え用、非接触型検温器、使い捨て手袋等を常備し、感染防止を日常化す
る。

重要業績
評価指標

対象施設への配布割合
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

広域避難所
０箇所

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

従来からの
継続事業

自治会へ交付

検討段階

実施

終了

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額

研究段階

自治会へ交付

決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

2,637 1,106 1,531

事業費見込み額（千円）

従来からの
継続事業

研究段階

具体的取り組み

摘要
長門地区は自治会単位とし、和田地区は区単位として交付する。長門地区15単位、和田地区19単位、計34単位とし
一戸1,000円を基準とする。2021年11月現在2,637世帯　＠1,000×2,637世帯＝2,637,000円

令和5年に新型コロナウイルス感染症5類移行摘要

対象施設へ交付

対象施設へ交付

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

2,255 2,221 2,701 2,027 975

実施

終了

対象施設へ交付



担当課 総務課

担当係 総務係

内容 町の防災リーダーを、一人でも多く輩出することを狙いとして資格取得補助金

重要業績
評価指標

住民の取得状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

2

公約
番号

3
公約内容
事業名

防災士の育成により災害時のリーダーを育てます

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実施
防災士養成研修講座
資格取得補助事業

終了

摘要 消防団OBや幹部等にも積極的に取得を働きかけます。

防災士養成研修講座
資格取得補助事業

従来からの
継続事業

研究段階

検討段階

分団・個人へ交付

総務係

内容 消防団に係る処遇改善、備品等設備強化を目指します。

重要業績
評価指標

個人・分団に対する報酬の実施(団員報酬、活動報酬)
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

4
公約内容
事業名

消防団の活動を支援し、魅力ある消防団を応援します
担当課 総務課

担当係

具体的取り組み
個人・分団

報酬
個人・分団

報酬

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

個人・分団
報酬

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み 0名 0名 1名

決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額
事業費（見込額）（単位：千円）

予算額 決算額 予算額

150 150 150 150 150

摘要
令和4年度から個人の口座へ交付することになり、併せて報酬の見直しを実施したため、大幅な増額となり、処遇改善と
なる。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

3,622 3,622 16,954 16,029 15,797

実施 分団・個人へ交付

終了

検討段階

3



3

自主防災組織
２組織

公約
番号

5
公約内容
事業名

引き続き自主防災組織づくりを促進します
担当課 総務課

担当係 総務係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 自主防災組織資機材購入及び原材料購入補助

重要業績
評価指標

自主防災組織への補助割合
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
自主防災組織

3組織
自主防災組織

0組織

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,247 777 750 0 750

従来からの
継続事業

実施 自主防災組織へ補助

終了

摘要 今後一層の活用を促進していく。

自主防災組織へ補助

研究段階

検討段階

建設耕地係
林務係

内容 令和元年度、令和３年度に発生した土木施設、林業施設、農業施設の災害復旧工事

重要業績
評価指標

災害復旧工事完成状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

6
公約内容
事業名

災害時における応急対策業務に関する協定を締結している長和町建
設振興協議会との連携により迅速な応急工事により安全を確保します

担当課
建設水道課
産業振興課

担当係

検討段階

災害復旧工事

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み 災害復旧工事 災害復旧工事

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額
1,705,669 558,721 803,039 590,639 129,560

実施

終了
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5

公約
番号

7
公約内容
事業名

財政の健全性を維持しつつ 、町民誰もが実感できる「しあわせ長和
町」の実現を力強く推し進めます

担当課 企画財政課

担当係 まちづくり政策係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
長期総合計画策定
住民自治基本条例の制定

重要業績
評価指標

計画策定・条例の制定達成度
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
第2次長和町長
期総合計画-後
期基本計画-

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

455 454

従来からの
継続事業

実施 審議会報酬等、印刷製本

終了

摘要 第2次長和町長期総合計画-後期基本計画-（令和4年度～令和8年度）、概要版を全戸配布（令和4年5月）した。

研究段階

検討段階

財政係

内容
財政調整基金をはじめとした各基金について、歳出を抑制しながらできる限り積み立てを行うとともに、事業実施のため
に財源不足が見込まれる場合には、適切に取り崩しを行う。

重要業績
評価指標

予算編成作業を通じた歳出の見直しの実施
現状値

（2023年12月現在）

点数

1

公約
番号

8
公約内容
事業名

近年の異常気象による大雨等の災害に加え、緊急的な財政出動にも
対応できるよう、財政弾力化をすすめ、基金の適正額を確保します

担当課 企画財政課

担当係

検討段階

予算編成作業を
通じた歳出の見

直し

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

厳しい財政状況を踏まえた歳
出予算の見直し等による基金
積み立ての実施

具体的取り組み
予算編成作業を
通じた歳出の見

直し

予算編成作業を
通じた歳出の見

直し

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算編成作業を通じた歳
出の見直し

摘要
令和3年度及び令和4年度決算においては、財政調整基金が増加したが、令和5年度においては多額の財政調整基金
の取り崩しを見込んでおり、令和6年度も同様の傾向が続く。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

実施

終了

5



3

財政健全化に向けた
歳出の抑制、予算編

成時のヒアリング

公約
番号

9
公約内容
事業名

特別会計と企業会計を含めた町全体の財政健全性化に取り組むととも
に、一部事務組合や第三セクターへの負担金の適正化をはかります

担当課 企画財政課

担当係 財政係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条第1項の規定に基づく健全化判断比率を早期健全化基準以下に保
つとともに、予算編成時のヒアリングを通じ、一部事務組合や第三セクターへの負担金の適正化をはかる。

重要業績
評価指標

健全化判断比率が早期健全化基準以下であること
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
財政健全化に向けた
歳出の抑制、予算編

成時のヒアリング

財政健全化に向けた
歳出の抑制、予算編

成時のヒアリング

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施
予算編成時のヒアリングによる一
部事務組合や第三セクターへの
負担金の適正化

終了

摘要 健全化判断比率は早期健全化基準以下であるが、一部事務組合や第三セクターへの支出が増加傾向にある。

財政健全化に向けた歳出の
抑制

研究段階

検討段階

財政係

内容 地方交付税の確保・拡充について、町村会を通じ実現を求める。

重要業績
評価指標

要請の実施
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

10
公約内容
事業名

地方の時代に向け、地方の固有・共有の財源である地方交付税が真
に財政状況の厳しい地域に重点配分されるよう国に求めます

担当課 企画財政課

担当係

検討段階

町村会を通じた
要請

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
町村会を通じた

要請
町村会を通じた

要請

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

町村会を通じた要請

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

実施

終了

6



5

国へ要望書提出 国へ要望書提出 国へ要望書提出

公約
番号

11
公約内容
事業名

病院や水道、学校、道路など過疎地域の生活基盤を安定させる事業に
必要不可欠な財源である過疎債の所要額の確保を国に求めます

担当課 企画財政課

担当係 まちづくり政策係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 過疎地域持続的発展計画の策定

重要業績
評価指標

関連予算・施策の国への要求度
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み 国へ要望書提出 国へ要望書提出

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

66 66 63 63 55 55

従来からの
継続事業

実施 全国過疎地域連盟会費

終了

摘要 長和町過疎地域持続的発展計画（計画期間：令和3年度～令和7年度）を令和3年9月策定。

研究段階

検討段階

企画財政課
まちづくり政策係

内容 行政改革推進会議立ち上げ検討中

重要業績
評価指標

行政改革推進本部会議を立ち上げ、令和6年10月の機構改革を実施する。
現状値

（2023年12月現在）

点数

3

公約
番号

12
公約内容
事業名

行財政改革に取り組み近未来に向けた新たな役場組織を構築します
担当課

総務課
総務係

担当課

検討段階

会議の開催

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

行政改革推進本部小委員
会の開催。本部会議の開
催。

具体的取り組み - 会議の開催

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0 0

実施

終了

行政改革推進本部小委員
会の開催。本部会議の開
催。

7



3

健康診断、ストレ
スチェック、各種

研修の実施

健康診断、ストレ
スチェック、各種

研修の実施

健康診断、ストレ
スチェック、各種

研修の実施

公約
番号

13
公約内容
事業名

職員が心身ともに健康で働きやすい職場環境と人材育成、コロナで変
わるこれからの働き方改革に取り組みます

担当課 総務課

担当係 総務係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
健康診断、ストレスチェックの実施
各種研修により人材育成の実施

重要業績
評価指標

健康診断、ストレスチェック受診者100％達成
各種研修への参加者の増加

現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
健康診断、ストレ
スチェック、各種

研修の実施

健康診断、ストレ
スチェック、各種

研修の実施

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,387 1,387 1,664 1,663 2,279 1,963 2,280

従来からの
継続事業

実施
健康診断、ストレスチェッ
ク、各種研修の実施

終了

摘要

健康診断、ストレスチェッ
ク、各種研修の実施

研究段階

検討段階

総務係

内容 女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画の達成

重要業績
評価指標

女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画の達成
現状値

（2023年12月現在）

点数

2

公約
番号

14
公約内容
事業名

女性職員の登用を進め、男性の育児休暇が取得できる体制づくりを目
指します

担当課 総務課

担当係

検討段階

特定事業主行動
計画の推進

特定事業主行動
計画の推進

特定事業主行動
計画の推進

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
特定事業主行動

計画の推進
特定事業主行動

計画の推進

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

実施

終了

特定事業主行動計画の見
直し

8



5

道路反射鏡設置
事業

道路反射鏡設置
事業

公約
番号

15
公約内容
事業名

交通死亡事故ゼロ・飲酒運転撲滅運動を強化し、高齢者や子どもの交
通事故防止に努めます

担当課 町民福祉課

担当係 生活環境係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 依田窪交通安全協会と協力し、交通事故等の被害をなくすことを目的に、交通安全施設の設置等事業を行う。

重要業績
評価指標

町内交通安全施設の設置状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
道路反射鏡設置

事業
道路反射鏡設置

事業

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

945 1,358 760 931 673 5,592

従来からの
継続事業

実施 区画線等設置事業

終了

摘要

新入学児童ヘルメット購入
交通安全施設設置事業

研究段階

検討段階

内容 子どもたちや地域住民の安心安全のため、町内各地に防犯カメラを設置し、管理運営を行う。

重要業績
評価指標

防犯カメラ設置及び管理・運営
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

16
公約内容
事業名

通学箇所の安全対策として防犯カメラを計画的な配備し犯罪抑止に努
めます

担当課 町民福祉課

担当係

具体的取り組み
防犯カメラ設置

工事
防犯カメラ管理

運営

事業費（見込額）（単位：千円）

防犯カメラ管理
運営

防犯カメラ管理
運営

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決算額

1,210 803 461 465 462 467

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額

生活環境係

従来からの
継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

摘要

防犯カメラ設置工事
防犯カメラ管理運営

9



5

施設併用
カフェ運営

公約
番号

17
公約内容
事業名

山の子学園移転に伴い地域に根差した地域共生社会を実現します
担当課 町民福祉課

担当係 福祉係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
山の子学園共同村の移転と古町コミュニティセンター（カフェ併設：運営は山の子学園共同村）の一体的建設により「地
域共生社会」の拠点整備ができたことで、「交流の活動」の推進を図っています。

重要業績
評価指標

拠点整備による交流の場の創設
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
移転建設工事

住民説明
６月移転、１０月

古町CC開所

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0 0

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要 古町コミュニティセンター・カフェの運営

研究段階

検討段階

年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

社会教育係

内容 古町コミュニティ施設の建設

重要業績
評価指標

拠点整備による交流の場の創設
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

18
公約内容
事業名

地域づくりの活動拠点「古町コミュニティセンター」の建設を進めます
担当課 教育課

担当係

施設建設
（既存施設解体含む）

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
旧古町公民館解
体工事12月より

着工

8月完成9月から
供用開始

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

終了 令和4年8月完成

摘要 古町コミュニティセンターの建設

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

363,670 358,303

検討段階

実施

10



5

指定管理による
運営

公約
番号

19
公約内容
事業名

広域避難所としての古町コミュニティ施設を山の子学園との連携により
24時間のサポート体制を構築します

担当課 総務課

担当係 総務係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
社会福祉法人樅の木福祉会と災害協定を締結し、福祉避難所としての機能を強化する。また、古町コミュニティセン
ターを、指定管理委託することにより、広域避難所である古町コミュニティセンターの避難所開設に係る迅速な対応を可
能とする。

重要業績
評価指標

避難所の体制整備
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み 建設検討
６月移転、１０月

古町CC開所

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0 0

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要 ２４時間体制の整備

研究段階

検討段階

福祉係

内容
精神障がいのある人が、地域の一員として安心して自分らしい暮らしをすることができるよう、精神障がい（発達障がい
及び高次脳機能障がいを含む）にも対応した地域包括ケアシステムの構築を進めるため、地域での保健、医療、福祉
等の関係者による協議を実施することを目標とします。

重要業績
評価指標

情報の共有と課題検討
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

20
公約内容
事業名

精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築をめざします
担当課 町民福祉課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

構築に向けた課
題の検討共有

具体的取り組み
構築に向けた課
題の検討共有

構築に向けた課
題の検討共有

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

長和町障がい者ネットワーク会議

終了

摘要 ネットワーク会議の構築

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0 0

検討段階

実施

11



5

訪問活動

公約
番号

21
公約内容
事業名

民生児童委員との連携により地域根ざした福祉を実践します
担当課 町民福祉課

担当係 福祉係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
民生委員の地域での訪問活動により、日常生活での交流、相談事等身近な相談役として、行政とのパイプ役を務めま
す。

重要業績
評価指標

民生委員活動による行政との連携
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み 訪問活動 訪問活動

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

4,818 4,818 4,814 41,814 4,912

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要 民生委員会の運営

訪問活動等

研究段階

検討段階

高齢者支援係

内容
高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、長和町社会福祉協議会と連携・協働し、高齢者の介護予防・社会
参加の場づくり、支え合いの地域づくりに取り組む。

重要業績
評価指標

介護保険事業計画に基づく指標（事業参加者数、実施箇所数）
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

22
公約内容
事業名

長和町社会福祉協議会との連帯強化により高齢者の生活を支援しま
す

担当課 町民福祉課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「地域介護予防活動支援事
業」「運動教室事業」「生活支

援コーディネーター」

「地域介護予防活動支援事
業」「運動教室事業」「生活支

援コーディネーター」

「地域介護予防活動支援事
業」「運動教室事業」「生活支

援コーディネーター」
具体的取り組み

「介護予防事業」「地域介護
予防活動支援事業」「運動教
室事業」「生活支援コーディ

ネーター」

「介護予防事業」「地域介護
予防活動支援事業」「運動教
室事業」「生活支援コーディ

ネーター」

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

「地域介護予防活動支援事
業」「運動教室事業」「生活支
援コーディネーター」

終了

摘要
長和町社会福祉協議会に上記事業を委託し、介護予防サポーターの育成や通いの場の立ち上げ継続支援を実施している。生活支
援コーディネーターにより地域高齢者のニーズ把握や地域のつながりを強化する取組が進められている。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

6,316 3,514 4,504 3,886 5,130 6,382 6,382

検討段階

実施

12



5

公約
番号

23
公約内容
事業名

令和２年に新築移転したグループホーム和田により、認知症に特化し
た地域の拠点として役割を担います

担当課 町民福祉課

担当係 高齢者支援係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
認知症の方が少人数で共同生活をし、家庭的な落ち着いた雰囲気の中で日常生活行為を利用者やスタッフが共同で
行うことにより、認知症状が穏やかになり安定した生活と本人の望む生活の実現を目指します。

重要業績
評価指標

入所者の利用状況（稼働率）
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み 避難経路の整備

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

6,000 5,676

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要 認知症になっても、家庭的な雰囲気の中で、穏やかに望む生活ができるよう支援をします。

施設整備に関する支援

研究段階

検討段階

福祉係

内容

　地域住民に対する福祉教育や研修を実施することで、福祉の担い手となる人材の発掘・育成を行います。
　また、全ての教育機関の協力による地域の課題解決に向けた取り組や、地域資源を活用した福祉学習の実施等によ
り、福祉への関心を高めてもらうように努めます。

重要業績
評価指標

地域住民及び福祉団体と連携し、ひとりも取り残さない地域づくり
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

24
公約内容
事業名

福祉関係機関や関係団体との連携により、公的な福祉サービスへのつ
なぎを含めた「丸ごと福祉」を実践します

担当課 町民福祉課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

関係機関との連
携強化

具体的取り組み
関係機関との連

携強化
関係機関との連

携強化

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

関係機関との連携強化

終了

摘要 福祉団体等との連携強化

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0 0

検討段階

実施

13



5

給付金の支給

公約
番号

25
公約内容
事業名

コロナ下における生活困窮者を支援します
担当課 町民福祉課

担当係 福祉係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
国の交付金を活用した、生活困窮者への直接的支援を実施します。
また生活福祉資金等の貸付制度の活用を進めます。

重要業績
評価指標

支援金・給付金の支給
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み 給付金の支給 給付金の支給

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

86,930 80,830 95,620 90,890 29,960 29,070

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要 給付金の支給により生活の基盤安定を図ります。

給付金の支給

研究段階

検討段階

高齢者支援係

内容
医療や介護が必要となっても住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、「介護予防事業」「認知症施策」「在宅医療・介護
連携推進事業」「生活支援体制整備」の各種事業の推進をします。

重要業績
評価指標

介護保険事業計画に基づく指標（事業回数、参加者数、実施箇所数等）
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

26
公約内容
事業名

「地域包括ケアシステム」による「医療」「介護」「予防」「住まい」「生活支
援」を包括的かつ継続的に支援できる体制づくりに取り組みます

担当課 町民福祉課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
「介護予防事業」「認知症施
策」「在宅医療・介護連携推
進事業」「生活支援体制整

備」

「介護予防事業」「認知症施
策」「在宅医療・介護連携推
進事業」「生活支援体制整

備」

「介護予防事業」「認知症施
策」「在宅医療・介護連携推
進事業」「生活支援体制整

備」

具体的取り組み
「介護予防事業」「認知症施
策」「在宅医療・介護連携推
進事業」「生活支援体制整

備」

「介護予防事業」「認知症施
策」「在宅医療・介護連携推
進事業」「生活支援体制整

備」

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

「介護予防事業」「認知症施策」
「在宅医療・介護連携推進事業」
「生活支援体制整備」

終了

摘要
「医療」「介護」「予防」「住まい」「生活支援」を包括的かつ継続的に提供される地域づくりをすすめ、「住み慣れた地域で
支え合い、自分らしく安心して暮らし続けられる地域社会の実現」を目指します。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

51,222 38,362 44,764 38,331 42,650 45,491 45,491

検討段階

実施

14



4

施設償還分負担金
施設償還分負担金

運営経費（人件費分）負
担金

施設償還分負担金
運営経費（人件費分）負

担金

公約
番号

27
公約内容
事業名

老人保健施設いこいにより地域との交流をはかり在宅ケアを推進しま
す。

担当課 こども・健康推進課

担当係 健康づくり係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容

地域の高齢者介護サービスの核として、地域の安心となっている。
最高水準である「超強化型老健」で、稼働率は入所90％以上・通所70％以上と全国平均より優良な運営であるが、
人件費率が高いことにより、経営が厳しい状況である。
令和5年度に経営企画会議を設置し、運営方法等のあり方を検討する。

重要業績
評価指標

老健稼働率（4点）・経営状況（1点）
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み 施設償還分負担金 施設償還分負担金

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

40,044 40,050 39,994 39,994 39,963 39,963 95,561 73,468

従来からの
継続事業

実施 老健いこい負担金

終了

摘要
依田窪医療福祉事務組合運営負担金に関する協定に基づく負担金
老健施設建設（旧棟・新棟）に伴う負担金（旧棟分　令和6年度まで）
令和6年度より　職員人件費分負担金を追加

老健いこい負担金

研究段階

検討段階

高齢者支援係

内容
介護保険サービス事業所と顔の見える関係づくりにより連携を強化し、認知症や医療介護連携に関する研修会の開催
しすることでスキルアップし、よりよい支援を目指します。

重要業績
評価指標

研修会、関係事業所との相談対応件数
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

28
公約内容
事業名

依田窪福祉会との連携により地域で暮らす高齢者を支援します
担当課 町民福祉課

担当係

介護予防支援事業の委託

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
居宅介護支援

サービス事業所
との連携強化

居宅介護支援
サービス事業所
との連携強化

居宅介護支援
サービス事業所
との連携強化

具体的取り組み
居宅介護支援

サービス事業所
との連携強化

居宅介護支援
サービス事業所
との連携強化

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

居宅介護支援事業所ソフ
ト使用料負担金

終了

摘要
居宅介護支援事業所に介護予防支援事業を委託。町では予防支援計画の確認、困難事例への対応等ケアマネー
ジャーに対する支援を実施。また、他の事業所とも、日頃より顔の見える関係づくりを意識し、サービス等を必要とする
高齢者が適切な支援が受けられるよう、連携強化を図っています。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

4,624 2,468 4,849 4,558 4,869 4,442 4,442

検討段階

実施

15



4

依田窪医療福祉事務
組合負担金

依田窪医療福祉事務
組合負担金

依田窪医療福祉事務
組合負担金

公約
番号

29
公約内容
事業名

依田窪病院の医師の充足により安定した質の高い医療を提供します。
担当課 こども・健康推進課

担当係 健康づくり係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
平成29年度は3名であった常勤内科医師が8名となり、全常勤医師は16名に充実することができた。
長野県や関係機関との繋がりを強化し、依田窪病院と町が協力・連携して引続き医師確保に努めていく。

重要業績
評価指標

医師確保（4点）・地域医療体制の充実（5点）・病院経営（2点）
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
依田窪医療福祉事務

組合負担金
依田窪医療福祉事務

組合負担金

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

359,826 359,826 391,690 391,681 436,553 483,266 493,000

従来からの
継続事業

実施 依田窪病院負担金

終了

摘要 地方公営企業繰出基準及び依田窪医療福祉事務組合運営負担金に関する協定に基づく負担金

依田窪病院負担金

研究段階

検討段階

健康づくり係

内容
　上小圏域のコロナ感染症の確保病床36床（フェーズ3）のうち、一番い多い12床を確保しており、上小圏域で最も多く
の入院患者を受け入れ、公立病院の役割を積極的に担った。

重要業績
評価指標

新型コロナウイルス感染症の対応
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

30
公約内容
事業名

コロナ禍でこそ信頼される依田窪病院を目指します。
担当課 こども・健康推進課

担当係

依田窪病院負担金

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

依田窪医療福祉事務
組合負担金

依田窪医療福祉事務
組合負担金

依田窪医療福祉事務
組合負担金

具体的取り組み
依田窪医療福祉事務

組合負担金
依田窪医療福祉事務

組合負担金

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

依田窪病院負担金

終了

摘要 地方公営企業繰出基準及び依田窪医療福祉事務組合運営負担金に関する協定に基づく負担金

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

359,826 359,826 391,690 391,681 436,553 483,266 493,000

検討段階

実施

16



4

依田窪医療福祉事務
組合負担金

依田窪医療福祉事務
組合負担金

依田窪医療福祉事務
組合負担金

公約
番号

31
公約内容
事業名

実績実力ある医師により、地域医療を支えます
担当課 こども・健康推進課

担当係 健康づくり係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
常勤医師が充実したことにより、診療体制が強化され、救急車や時間外診療等、多くの救急患者を受け入れるなど、住
民の安心となる地域医療を行っている。

重要業績
評価指標

医師確保・救急患者の受入
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
依田窪医療福祉事務

組合負担金
依田窪医療福祉事務

組合負担金

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

359,826 359,826 391,690 391,681 436,553 483,266 493,000

従来からの
継続事業

実施 依田窪病院負担金

終了

摘要 地方公営企業繰出基準及び依田窪医療福祉事務組合運営負担金に関する協定に基づく負担金

依田窪病院負担金

研究段階

検討段階

健康づくり係

内容 上小医療圏地域医療構想調整会議において、上小医療圏としての広域的な地域医療を調整しています。

重要業績
評価指標

上小医療圏地域医療構想調整会議の開催
現状値

（2023年12月現在）

点数

3

公約
番号

32
公約内容
事業名

上小圏域での地域医療構想を広域的に進めます
担当課 こども・健康推進課

担当係

医療構想調整会議の開催

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

医療構想調整会議の開催

終了

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0 0

検討段階

実施

17



4

プランの協議・検
討

公約
番号

33
公約内容
事業名

コロナ禍を見据えて新公立病院改革ガイドラインの改定等を含み、広
域的に検討を行います

担当課 こども・健康推進課

担当係 健康づくり係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
依田窪医療福祉事務組合、長和町、上田市により、依田窪病院が将来に渡って持続可能な地域医療を提供し続けてい
くために「依田窪病院経営強化プラン（令和６年度～９年度）」の策定を令和５年度に行っている。

重要業績
評価指標

依田窪病院経営強化プラン（令和６年度～９年度）策定
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要

経営強化プラン策定

研究段階

検討段階

健康づくり係

内容

令和３年度から５年度までの３年間において、町民の健康増進を目的として、信州大学医学部と「信州大学医学部健康
推進学講座」を設置し、20歳以上の町民（約5,000人）を対象にウイルス性肝炎や肝硬変の有無など肝臓の病気の早期
発見のために肝炎血液検査を行い、3,077人（R6.1.10現在）62.5%の方が検査を受けた。
　検査結果により肝臓の病気が疑われるおよそ38%の方に専門医への受診を勧めた。

重要業績
評価指標

肝炎検査受検率　62.5%　
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

34
公約内容
事業名

信大寄付講座により肝疾患の早期発見と受診・受療勧奨を促し、ウイ
ルス肝炎撲滅を目指すとともに、健康への関心を高めます

担当課 こども・健康推進課

担当係

健康推進学講座

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

健康推進学講座具体的取り組み 健康推進学講座 健康推進学講座

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

終了

摘要 信州大学医学部　寄附講座

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000

検討段階

実施

18



5

受給者証発行・
更新・給付処理

公約
番号

35
公約内容
事業名

18歳までの子どもにかかる医療費の窓口完全無料化を継続します
担当課 町民福祉課

担当係 福祉係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容

福祉医療費：保険適用であり他法令の対象とならない医療費の自己負担分を助成し、現物給付方式により対象医療費
の窓口支払いを無料とする。
・乳幼児～小学３年（財源：県から1/2補助）
・小学４年～高校３年までの児童（うち、小学４年～中学３年までの入院費について、県から1/2補助）

重要業績
評価指標

子育て世代の医療費の負担軽減
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
受給者証発行・
更新・給付処理

受給者証発行・
更新・給付処理

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 見込額 予算額 決算額 予算額 決算額

14,300 14,299 15,630 15,630 18,880 18,484

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要
平成30年８月から現物給付方式へ変更。
現物給付対象医療：医科・歯科・調剤・訪問看護療養費・柔道整復施術療養費

現物給付方式による福祉
医療費給付

研究段階

検討段階

保育園

内容

入園希望者数に応じたクラス編成を行い、待機児童ゼロを維持している。
保育士の配置基準に基づく適正な保育士の配置。
安全計画の策定等により安全な保育園運営と第三者評価事業を実施（令和５年度）し問題点の把握・改善に努めてい
る。

重要業績
評価指標

ながと保育園・和田保育園運営事業
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

36
公約内容
事業名

待機児童ゼロの保育園運営と手厚い保育を進め、信頼される保育園
づくりを継続します

担当課 こども・健康推進課

担当係

ながと・和田保育園運営事業

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

保育園運営具体的取り組み 保育園運営 保育園運営

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

ながと・和田保育園運営事業

終了

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

25,010 23,737 20,455 19,413 23,115

検討段階

実施

19



5

保育料軽減・副
食費無償化

公約
番号

37
公約内容
事業名

保育料の負担軽減措置と副食費無償化を継続し、引き続き保護者の
負担軽減を促進します

担当課 こども・健康推進課

担当係 子育て支援係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
国の定める保育料基準より所得階層を細かく設定し減額するとともに、所得・同時入所等に関わらず、世帯第２子を６
割軽減、世帯第３子以降無料、ひとり親世帯等は更なる負担軽減となる保育料の設定。
３歳以上児については、所得等に関わらず副食費を無償化。

重要業績
評価指標

保育料の負担軽減と副食費の無償化
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
保育料軽減・副

食費無償化
保育料軽減・副

食費無償化

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

11,312 11,197 11,846 11,706 11,947

従来からの
継続事業

実施
保育料軽減
・副食費無償化

終了

摘要

保育料軽減
・副食費無償化

研究段階

検討段階

保育園

内容
園児送迎用バスを運行（ながと２便・和田1便）２歳児以上が乗車可能。バス運行会社へ委託し安全運行に努めている。
令和４年度にJRバス所有のながと保育園園児送迎用バスの老朽化に伴い、新たに園児送迎用バス２台をながと保育
園で購入した。

重要業績
評価指標

園児送迎バスの無料運行
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

38
公約内容
事業名

園児送迎バス無料化の継続と安全運行に努めます
担当課 こども・健康推進課

担当係

園児送迎バス運行管理委託

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

保育園バス運行
管理委託

具体的取り組み
保育園バス運行

管理委託

保育園バス運行管理
委託・ながと保育園バ

ス購入２台

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

園児送迎バス運行管理委託

終了

摘要 　

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

22,859 22,847 47,551 47,443 22,454

検討段階

実施

20



5

子育て応援給付金・
子育て応援ごみ袋・ゆ

りかご負担金

公約
番号

39
公約内容
事業名

子育て世代の移住・定住、多子世帯の増加につながる子育て支援に取
り組みます

担当課 こども・健康推進課

担当係 子育て支援係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容

町独自の子育て世帯への経済的負担軽減事業（子育て応援給付金・子育て応援ごみ袋支給）の実施。
実家が遠い方や産後の肥立ちが思わしくない方など、出産後のお母さんが赤ちゃんと一緒に泊まって生活し家事支援
を受けながら心身の回復を図ることができる子育て支援施設「ゆりかご」を利用できるようにし、安心して出産・子育てで
きる環境を整えている。

重要業績
評価指標

各種事業の実施
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
子育て応援給付金・

子育て応援ごみ袋・ゆ
りかご負担金

子育て応援給付金・
子育て応援ごみ袋・ゆ

りかご負担金

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

4,672 4,427 5,070 5,068 4,571

従来からの
継続事業

実施
子育て応援給付金
子育て応援ごみ袋
「ゆりかご」負担金

終了

摘要 「ゆりかご」は上田市定住自立圏事業

子育て応援給付金
子育て応援ごみ袋
「ゆりかご」負担金

研究段階

検討段階

健康づくり係

内容
母子に関わるきめこまやかな教室や健診を開催し、保護者の相談に応じるとともに、こどもの成長・発達を応援する機
会としている。

重要業績
評価指標

教室の参加率、健診受診率
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

40
公約内容
事業名

母子にかかわる各種健診事業の継続と時代に合った助成制度を創設
します。

担当課 こども・健康推進課

担当係

健診や教室の実施

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

健診や教室の実施 健診や教室の実施 健診や教室の実施具体的取り組み 健診や教室の実施 健診や教室の実施

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

健診や教室の実施

終了

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,264 1,264 1,090 1,073 1,117 1,402 1,142

検討段階

実施

21



5

子育て支援セン
ター運営

公約
番号

41
公約内容
事業名

子育てを一人で悩まない、一緒に学び相談できるやすらぎある子育て
支援センターを運営していきます

担当課 こども・健康推進課

担当係 子育て支援係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
子育て中の親子が自由に遊び交流できる場所である子育て支援センターを平日毎日開所し、専門職による相談や子育
てに関する情報提供、講座・イベント等を実施している。

重要業績
評価指標

子育て支援センターの運営
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
子育て支援セン

ター運営
子育て支援セン

ター運営

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

537 491 524 490 476

従来からの
継続事業

実施 子育て支援センター運営

終了

摘要

子育て支援センター運営

研究段階

検討段階

地球温暖化・景観対策担当係

内容 長和町の美しい自然環境や中山道宿場の町並みなどの良好な景観を守り、主体的な景観づくりを推進する。

重要業績
評価指標

景観計画の策定、景観条例の制定
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

42
公約内容
事業名

景観計画の策定と景観条例の制定を目指し、景観によるまちづくりを
進めます

担当課 町民福祉課

担当係

景観計画策定委員会の開
催、住民アンケート、地区
懇談会の実施

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

景観計画策定等
支援業務委託

景観計画策定等
支援業務委託

具体的取り組み
景観計画策定等
支援業務委託

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

終了
景観条例の全面施行、景
観計画の運用

摘要 令和６年度中に計画運用の見込

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

5,368 4,965 4,832

検討段階

実施
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4

No42と同様 No42と同様

公約
番号

43
公約内容
事業名

景観計画の策定に伴い、地域に暮らす住民皆さまによる地域の課題を
掘り起こし、住みよい地域づくりにつなげます

担当課 町民福祉課

担当係 地球温暖化・景観対策担当係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
16歳以上の住民２，１３３名を対象としたアンケート、長門・和田での地区懇談会(ワークショップ)を実施し意見収集を
行った。アンケートで得られた町に対する様々な意見や要望については全職員に周知、共有を図った。

重要業績
評価指標

景観計画の策定に併せ住民アンケート、地区懇談会の実施
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み No42と同様

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施
景観計画策定委員会の開
催、住民アンケート、地区
懇談会の実施

終了
景観条例の全面施行、景
観計画の運用

摘要 令和６年度中に計画運用の見込

研究段階

検討段階

地球温暖化・景観対策担当係

内容

長和町では令和４年８月に、気候が既に異常であることの危機感を町民・事業者と共有し、地球温暖化対策に取り組む
ことを目的として気候非常事態宣言を行いました。令和５年９月には、計画区域の自然条件等に応じて温室効果ガスの
排出量削減を推進するための総合的な計画である地方公共団体実行計画を策定するため、長和町地球温暖化対策実
行計画策定委員会を設置し計画の検討を行っています。

重要業績
評価指標

長和町地球温暖化対策実行計画の策定による自然エネルギー活用の方向性
の検討

現状値

（2023年12月現在）

点数

2

公約
番号

44
公約内容
事業名

脱炭素社会における自然エネルギー（小水路発電、住宅用太陽光発
電システム）の活用をはかります

担当課 町民福祉課

担当係

計画策定委員会の開催、
住民・事業者アンケートの
実施、計画策定

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

地球温暖化対策実行
計画策定支援業務委
託・設置補助金

再エネの最大限導入のため
の計画づくり支援事業・設置
補助金

具体的取り組み
太陽光発電設置
補助金

太陽光発電設置
補助金

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

住宅用太陽光発電設置補
助(Ｈ21～)

終了

摘要
環境省所管の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金を財源としており、事業終了後２年以内の計画策定が要件と
なっている。また、庁舎や避難所となる公共施設等への再生可能エネルギー設備の導入可能性について補助事業を活
用し調査を行う。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

600 600 600 600 11,271 12,525

検討段階

実施
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3

No42と同様 No42と同様

公約
番号

45
公約内容
事業名

景観や自然破壊につながりかねないメガソーラー等の大規模太陽光発
電施設や風力発電施設の問題をゾーニングで未然に防ぎます

担当課 町民福祉課

担当係 地球温暖化・景観対策担当係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
景観計画の策定に併せ実施したアンケートやワークショップで出された意見等を参考に計画策定委員会で検討を行い、
町内に５つのエリア・区域の設定を行った。工作物の高さや太陽光パネル面積が基準を超えた場合は着工前に町への
届出が必要となり、エリア・区域ごとに設けた景観育成基準への適合を事業者に求めていく。

重要業績
評価指標

町独自のエリア・区域設定により、従前より細やかな景観育成の運用を行う。
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み No42と同様

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施
景観計画策定委員会の開
催、住民アンケート、地区
懇談会の実施

終了
景観条例の全面施行、景
観計画の運用

摘要 令和６年度中に計画運用の見込

研究段階

検討段階

生活環境係

内容
・ごみの減量化及び、生ごみを基とした堆肥の製造を目的とし、生ごみ処理施設の管理・運営を行う。
・生ごみ減容化機器の購入に対し、補助金の交付を行う。

重要業績
評価指標

生ごみ処理施設の管理・運営体制状況
生ごみ減容化機器購入費補助実施状況

現状値

（2023年12月現在）

点数

3

公約
番号

46
公約内容
事業名

ごみ減量化を強化し、販売できるような良質な堆肥づくりに取り組み資
源循環型社会を促進します

担当課 町民福祉課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

生ごみ処理施設
管理委託料

生ごみ処理施設
管理委託料

具体的取り組み
生ごみ処理施設

管理委託料
生ごみ処理施設

管理委託料

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

生ごみ処理施設管理委託
料
生ごみ減容化機器購入費
補助

終了

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

6,038 6,029 6,038 6,022 6,240 6,068

検討段階

実施

24



3

いこいの丘公園
施設整備工事

いこいの丘公園
施設整備付帯工

事

公約
番号

47
公約内容
事業名

既存の公園の見直しを行い、憩いの場やふれあいの場とするべく魅力
ある公園づくりに取り組みます

担当課 町民福祉課

担当係 生活環境係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 町内にある公園の遊具や設備を改善し、こどもから高齢者まで、誰もが利用しやすい魅力的な公園を整備する。

重要業績
評価指標

長和町長門いこいの丘公園内施設の整備
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
公園管理等運営

経費
公園管理等運営

経費

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,338 1,237 965 778 34,506 13,131

従来からの
継続事業

実施
いこいの丘公園内施設整
備事業

終了
大型遊具設置事業
駐車場等付帯工事事業

摘要

公園管理委託事業

研究段階

検討段階

生活環境係

内容 町内の景観維持のため、道路等の草刈り作業やを継続的に実施する。

重要業績
評価指標

町内道路等の景観整備事業実施状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

3

公約
番号

48
公約内容
事業名

道路・河川の環境整備（草刈り等）をテコ入れし、環境美化に取り組み
ます

担当課 町民福祉課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

道路景観整備事
業

道路景観整備事
業

具体的取り組み
道路景観整備事

業
道路景観整備事

業

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

道路景観整備事業

終了

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,857 1,704 1,845 1,770 1,963 2,178

検討段階

実施
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3

巡回バス運行委託
（定時定路線）

公約
番号

49
公約内容
事業名

新たな公共交通体制を検証し、町内で完結する公共交通と町外までの
公共交通体制など更なる利便性を追求します

担当課 総務課

担当係 総務係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 長和町公共交通審議会でフルデマンド交通の検討

重要業績
評価指標

長和町公共交通審議会及び長和町地域公共交通会議において、令和６年４
月からのデマンドバス運行への移行について合意を得た。

現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
巡回バス運行委託
（定時定路線）

巡回バス運行委託
（定時定路線）

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

58,394 58,388 58,410 58,388 58,463 58,388

従来からの
継続事業

実施
デマンドバス運行へ移行する
ための審議会及び公共交通
会議の開催、事務手続き

終了

摘要

ジェイアールバス関東株式会
社へデマンドバス運行移行へ
の打診

巡回バス定時定路線運行

ジェイアールバス関東株式会
社へデマンドバス運行移行へ
の打診

研究段階

検討段階

管財係

内容
平成29年３月末で閉校となった旧和田中学校施設について、有効に活用し地域の振興を図るため、施設の跡利用者を
募集する。

重要業績
評価指標

旧和田中学校施設を有効に利用する事業者を選定できたか。
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

50
公約内容
事業名

歴史的財産である和田中学校後利用を見つめ直し方針を決定します
担当課 企画財政課

担当係

R4跡利用候補者選定委員会を組
織し、跡利用候補者選定。R5レイ
アウト等の連絡調整

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

跡利用候補者と
の連絡調整

具体的取り組み
（新型コロナウイルス
感染拡大により取組

中止）

跡利用候補者選定委
員会開催・跡利用候

補者選定

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

終了

摘要
旧和田中学校施設跡利用候補者選定委員会を経て、旧和田中学校は長和町スポーツコミッション、和田体育館は(株)日本ウォルナットに決定した。和
田体育館は令和４年度中に植物性軟質粒粉体の保管倉庫として使用が開始されたが、旧和田中学校はレイアウトの変更やインフラの整備等につい
て再考する必要が生じ、令和５年度に連絡調整を行い、令和６年度以降の利用開始を目途として進めている。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

360 0 120 23 80 0

検討段階
跡利用候補者の募集方法
等について検討

実施
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5

委託料
新アプリ開発費

委託料
アプリ使用料

公約
番号

51
公約内容
事業名

リアルタイムで正確な情報発信に努め、情報の共有化を図ります
担当課 情報広報課

担当係 情報広報係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 公共情報・災害情報等の発信と大規模災害発生時の随時ラジオ放送を相互連携して実施する。

重要業績
評価指標

FMとうみとの協業によるラジオ・お知らせ文字アプリ放送の提供
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み 委託料 委託料

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,766 1,765 2,613 2,612 15,620 (15,619) (3,405)

従来からの
継続事業

実施
デジタル田園都市国家構
想交付金事業
ライフビジョン導入経費

終了

摘要
ラジオ放送については、毎日AM7：50から5分間専用番組の放送、アプリによる文字情報は通常のお知らせと防災情報
を発信している。R5アプリ登録者数　通常：10,312件、防災：10,166件

町DX推進部会

FMとうみ放送委託料

ICTアドバイザリー事業研究段階

検討段階

1,463 1,463 1,463 1,463 1,463

情報広報係

内容
将来にわたって長和町ケーブルテレビの安定的な運営を目指すため、再度、委託先等を検討するとともに、魅力あるテ
レビ放映を提供する

重要業績
評価指標

自主放送制作ほか委託料
放送設備機器等リースほか使用料

現状値

（2023年12月現在）

点数

2

公約
番号

52
公約内容
事業名

長和町ケーブルテレビの民営化を再検討し、魅力あるテレビ放映を心
がけます

担当課 情報広報課

担当係

研究段階 現状把握、将来予想

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

運営費 運営費 運営費具体的取り組み 運営費 運営費

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

ケーブルテレビ事業費

終了

摘要
現在自主放送番組の制作を委託している長和町振興公社を次の委託先として調査、検討中。
令和4年度末加入者数　ケーブルテレビ2,514件（前年比+10件）、インターネット694件（前年比+37件）

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

70,247 70,006 74,758 74,758 74,883 （74,883） （74,153）

検討段階 委託先の検討

実施

(1,463) (1,463)

303 302 1,150 1,149 1,150 (1,149) (1,150)

13,007 (13,007) (792)

70247 70006 74758 74758 74883 74883 74153
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3

シェアハウス
事業開始

公約
番号

53
公約内容
事業名

人・場所・仕事づくり」をポイントにサテライトオフィス、テレワーク、リ
モートワーク、シェアハウスを積極的に進め、移住・定住対策を強化し
ます。

担当課
企画財政課
まちづくり政策係

担当係
産業振興課
商工観光係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容 シェアハウスについては、令和3年度に施設改修を行い、令和5年度より事業を開始した。

重要業績
評価指標

改修事業の実施状況・事業開始後の入居実績
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
シェアハウス

改修
運用について

検討

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

500 469 0 0 0 0

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要 シェアハウスについては、令和3年度に施設改修を行い、令和5年度より事業を開始しました。

研究段階

検討段階

農政係

内容

生産条件の不利な地域における生産活動維持するための中山間地域直接支払事業は12集落と協定が締結されてお
り、各集落で農用地等の維持管理等を行う取り組みが行われている。（定住自立圏）新規就農者支援体制整備事業に
よる担い手の育成、国の農業次世代人材投資事業補助金（新規就農者育成総合対策補助金）や町の新規就農者等家
賃補助金による新規就農者への経営安定対策を行っています。

重要業績
評価指標

地方創生事業の取り組み指標である認定新規就農者数
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

54
公約内容
事業名

地域農業の設計図でもある「人・農地プラン」に基づく集落営農の組織
化や担い手農家、新規就農者の育成や支援をします

担当課 産業振興課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
集落・新規就農
者等への補助金
交付

具体的取り組み
集落・新規就農
者等への補助金
交付

集落・新規就農
者等への補助金
交付

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

集落・新規就農者等への
補助金交付

終了

摘要
Ｒ4年度決算額
中山間地域直接支払事業は12集落24,001千円、（定住自立圏）新規就農者支援体制整備事業1,335千円、農業次世代
人材投資事業補助金（新規就農者育成総合対策補助金）9,500千円、新規就農者等家賃補助金150千円

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

35,883 35,883 35,002 34,999 33,739

検討段階

実施
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1

事例収集等

公約
番号

55
公約内容
事業名

農村に人が住み続けるための農村地域づくり事業体（農村ＲＭＯ＝複
数の集落の機能を補完し、農地・水路などの地域資源の保全と農業振
興、さらに買い物や子育て支援など地域コミュニティを維持するために
事業体）の育成に取り組みます

担当課 産業振興課

担当係 農政係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
集落単体では、農用地の保全や農業生産だけでなく、集落機能の維持も難しくなる状況にあることから、農業者を母体
とした組織と、自治会、社会福祉協議会など多様な地域の関係者とが連携して協議会を設立し、広域的な範囲で支え
合う組織づくりが進むよう、支援します。

重要業績
評価指標

進捗状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み 事例収集等 事例収集等

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要
地域課題解決のために有効な事業であると認識しているが、住民自らが参加して具体的な取り組みに繋げていく仕組
みとなっていことから、住民や関係組織の要望を受け、事例収集や当町の営農における地域特性から適した規模や方
法等の調査研究が必要であると考えます。

事例収集等研究段階

検討段階

農政係

内容
全国町村会理事や政務調査委員、長野県町村会長としての職務を通じて、町長自ら先頭に立って関係各署への要望
活動に取り組んでいます。

重要業績
評価指標

要望活動の実績
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

56
公約内容
事業名

米の価格を維持するため政府主導の戸別所得補償制度と輸出により
生産意欲の向上と安定した生活を維持していくための制度設計を国等
へ訴えていきます

担当課 産業振興課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

関係各署への要
望活動

具体的取り組み
関係各署への要
望活動

関係各署への要
望活動

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

関係各署への要望活動

終了

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0

検討段階

実施
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4

獣害柵の新設・
補修資材の提供

公約
番号

57
公約内容
事業名

農業関係者の皆さまと共に将来に向けた農地の保全、農業生産基盤
の確立をはかります

担当課 産業振興課

担当係 農政係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容

平成20年度から実施された獣害防止柵「いのしかクン」は令和３年度までに累計で約100㎞超を設置しており、町内の
耕作地については概ね設置が完了しつつあり、獣害被害は減少傾向にあるものの、未設置地域へ獣害が集中している
状況となっており、未設置地域への重点的な新設や既存の獣害防止柵の補修資材の提供により、抑止する取り組みを
推進しています。

重要業績
評価指標

獣害防止柵の設置延長及び予算執行状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
獣害柵の新設・
補修資材の提供

獣害柵の新設・
補修資材の提供

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,995 1,995 18,858 8,400 23,134

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要
引き続き、地区（自治会・区・集落営農組合）で被害状況の把握や既存の獣害防止柵の効果が継続するよう定期的な
点検による維持管理により、要望に基づいて新設・補修のための資材提供に取り組む。

獣害柵の新設・補修資材
の提供

研究段階

検討段階

農政係

内容
（№54再掲）
（定住自立圏）新規就農者支援体制整備事業による担い手の育成、町の新規就農者等家賃補助金による新規就農者
への経営安定対策を行っています。

重要業績
評価指標

交付金の交付割合
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

58
公約内容
事業名

農業後継者・新規就労者を育成します
担当課 産業振興課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

新規就農者等へ
の補助金交付

具体的取り組み
新規就農者等へ
の補助金交付

新規就農者等へ
の補助金交付

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

新規就農者等への補助金
交付

終了

摘要
Ｒ4年度決算額
（定住自立圏）新規就農者支援体制整備事業1,335千円、新規就農者等家賃補助金150千円

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

検討段階

実施
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4

農者者・ＪＡへの
補助金交付

公約
番号

59
公約内容
事業名

担い手・地域農業受託者を支援します
担当課 産業振興課

担当係 農政係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容

担い手農業者の確保と支援・育成を目的として、認定農業者・認定新規就農者・集落営農組織の方を対象に農業経営
において使用する農業機械等の導入費用に対し、予算の範囲内で農業機械施設導入事業補助金を交付しているほ
か、ＪＡが実施しているハウス導入による生産拡大支援に対して、野菜類生産施設導入補助事業を行っています。

重要業績
評価指標

交付金の交付割合
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
農者者・ＪＡへの
補助金交付

農者者・ＪＡへの
補助金交付

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

10,491 10,308 1,854 1,854 5,019

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要 農業機械施設導入事業補助金：補助率3/10（上限1,000万円）、野菜類生産施設導入補助事業：補助率3/10

農者者・ＪＡへの補助金交
付

研究段階

検討段階

農政係

内容 農業を通じて女性が活躍できる環境の整備や地域を牽引する女性リーダーの育成等、社会参画の推進を図ります。

重要業績
評価指標

家族協定の締結・各種会議等への参加状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

2

公約
番号

60
公約内容
事業名

農業振興に携わる女性を応援します
担当課 産業振興課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
家族経営協定締
結や女性農業委
員の研修会参加

具体的取り組み
家族経営協定締
結や女性農業委
員の研修会参加

家族経営協定締
結や女性農業委
員の研修会参加

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

家族経営協定締結や女性
農業委員の研修会参加

終了

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

3 2 6 2 13

検討段階

実施
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4

ＪＡ部会・出荷者
組織への補助

公約
番号

61
公約内容
事業名

出荷者組合を支援します
担当課 産業振興課

担当係 農政係

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

内容
ＪＡ各部会に対する生産振興や価格安定に対する補助、出荷者組織に対する安全な農作物の出荷を推進するための
支援を行っています。

重要業績
評価指標

交付金の交付割合
現状値

（2023年12月現在）

点数

具体的取り組み
ＪＡ部会・出荷者
組織への補助

ＪＡ部会・出荷者
組織への補助

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

5,202 4,813 4,734 4,645 5,163

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要
Ｒ4年度決算額
ＪＡ各部会に対する生産振興や価格安定に対する補助：3,779千円、出荷者組織に対する運営支援866千円

ＪＡ部会・出荷者組織への
補助

研究段階

検討段階

農政係

内容

平成29年から長和町道の駅エリア活性化推進事業として進められてきたが、道の駅大型農畜産物直売所「マルシェ黒
耀」、付帯施設「下屋」及び「足湯施設」が令和2年にオープンし、農業生産の拡大・農業所得の向上・地域活性化を目
指し、併せて道の駅エリアとして集客力を高め、都市農村交流の促進を図り、長和町の情報発信、新たな産業の振興
及び商工業の発展への取り組みを推進しています。

重要業績
評価指標

地方創生事業の取り組み指標である直売所売上高・出荷農業者数等
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

62
公約内容
事業名

情報発信の拠点、観光や流通など多くの人が集う交流の拠点、地域住
民が生き生きと暮らしに利用する生活の拠点として建設した道の駅大
型農畜産物直売所「マルシェ黒耀」により新たな産業を興します

担当課 産業振興課

担当係

研究段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

利用者ニーズを考慮した買い
物等の利便性の向上等、地
域振興に資する取り組み

具体的取り組み
利用者ニーズを考慮した買い
物等の利便性の向上等、地
域振興に資する取り組み

利用者ニーズを考慮した買い
物等の利便性の向上等、地
域振興に資する取り組み

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

道の駅直売施設運営経費

終了

摘要
令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響がありつつも、売上額251,138千円（前年比121％）、レジカウント通過客
数146,197人となっています。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

18,180 18,169 18,180 18,164 18,519

検討段階

実施

32



内容
令和５年２月２８日付で国土交通省関東地方整備局から新たに「道の駅」に登録となり、令和５年９月２３日に開駅と
なった。地方創生・地域観光・交流を活性化する拠点として高い関心を集めており、道の駅化による相乗効果により
「“道の駅”和田宿ステーション」をＰＲし、認知度や魅力の向上に繋がる取り組みを推進しています。

重要業績
評価指標

地方創生事業の取り組み指標である施設利用者数
現状値

（2023年12月現在）
4

公約
番号

63
公約内容
事業名

マルシェ黒耀、和田宿ステーションや他の直売所との連携、情報交換
により、生産意欲・生産性の向上をめざします

担当課 産業振興課

担当係 農政係

点数

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了
道の駅化に向けた工事の
設計監理等委託、建築主
体工事、外構工事

摘要
令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響がありつつも、売上額69,002千円（前年比102％）、レジカウント通過客
数44,718人となった。道の駅化以降は前年を上回る利用者・売上となっています。

直売施設運営経費

研究段階

検討段階

農政係

内容

県により策定された信州ワインバレー構想において、千曲川流域のエリアが「千曲川ワインバレー」と命名されており、
現在９市町村で構成する千曲川ワインバレー特区連絡協議会において、特区内のワイン生産者の栽培支援やワイン振
興をしており、当町においてもワインぶどうの栽培を通じて新たな産業として地域に根付くよう、取り組みを推進していま
す。

重要業績
評価指標

地方創生事業の取り組み指標である醸造本数
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

64
公約内容
事業名

将来の六次産業化を目標にワインぶどう栽培を引き続き支援します
担当課 産業振興課

担当係

検討段階

ワイン産業プロ
ジェクト委員会へ
の補助

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
ワイン産業プロ
ジェクト委員会へ
の補助

ワイン産業プロ
ジェクト委員会へ
の補助

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

2,706 2,363 67,398 67,341 4,205

摘要
令和４年秋収穫時において140kgの収量を確保し、その後の委託醸造により約130本の長和町産ワインが完成してい
る。令和5年度は890kgの収量・委託醸造630本の見込みです。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,600 1,600 1,600 1,600 1,604 1,604

実施

終了

ワイン産業プロジェクト委
員会への補助
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内容
各財産区から協力いただき、林道維持管理業務委託契約を信州上小森林組合と年間で締結し、維持管理を行ってい
る。

重要業績
評価指標

予算執行状況
現状値

（2023年12月現在）
5

公約
番号

65
公約内容
事業名

上小森林組合との連携強化により森林、林道及び作業道の保全に努
めます

担当課 産業振興課

担当係 林務係

点数

業者委託により
事業実施

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
業者委託により

事業実施
業者委託により

事業実施

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要 繰入金内訳（大門財産区1870千円、長久保財産区110千円、古町財産区110千円、和田財産区管理会110千円）

林道維持管理業務委託

研究段階

検討段階

林務係

内容
東京都江東区にある江東区立有明西学園（小中一貫校）と「ふるさとの森づくり推進協定」を令和元年度より締結してお
り、協定に基づき町内町有林等において植樹活動及び町内施設において森林学習を実施している。

重要業績
評価指標

協定に基づく事業実施
協定及び事業の継続推進

現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

66
公約内容
事業名

長和町産の木材で建築された校舎を持つ東京都有明西学園とのつな
がりを強化し、江東区との連携をはかります

担当課 産業振興課

担当係

検討段階

協定に基づく
植樹事業実施

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
協定に基づく
植樹事業実施

協定に基づく
植樹事業実施

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

2,200 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200

摘要
令和６年３月12日をもって５年間が経過、５年間の協定更新予定
今後本協定がより有意義なものとなるよう検討を進めていく。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

実施
有明西学園移動教室
の実施

終了

有明西学園ふるさとの
森づくり推進協定
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内容
町内における松くい虫被害木の伐倒くん蒸処理及び森林税事業によるライフライン保全のため、松くい虫被害枯損木伐
採処理の推進、猟友会による有害鳥獣駆除を推進している。

重要業績
評価指標

事業実績
現状値

（2023年12月現在）
5

公約
番号

67
公約内容
事業名

松枯れ、松くい虫防除、有害鳥獣駆除を継続します
担当課 産業振興課

担当係 林務係

点数

枯損木処理
伐倒くん蒸処理

くくりわなによる有害鳥獣
駆除

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
枯損木処理

伐倒くん蒸処理
くくりわなによる有害鳥獣

駆除

枯損木処理
伐倒くん蒸処理

くくりわなによる有害鳥獣
駆除

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要

研究段階

検討段階

商工観光係

内容
町内商工観光事業者に対し各認証制度を推進し、安全安心のみえる化を図ることで事業継続の推進を行った。
町からの事業継続に資する助成金交付に対し、各制度の認証を条件に付した。

重要業績
評価指標

地方創生臨時交付金
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

68
公約内容
事業名

コロナの影響を受ける商工観光事業者へ支援するとともに「新型コロナ
対策推進宣言」、「信州の安心なお店」認証制度を推進します

担当課 産業振興課

担当係

検討段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
特別警報Ⅱ発出
支援金時の条件

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

実施

終了
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内容

地域経済の活性化や町民の居住環境の向上を図るため、町民が町内の施工業者を利用して、個人住宅の増改築等の
リフォームを行う場合に経費の一部を助成している。
地域活性化事業の一環として、商工会で行っている「地域いきいき券事業」に対し町から2.5％負担金を支出している。
当事業は、町民にも浸透してきており、利用者も多く、地域経済に大きな役割を果たしている。

重要業績
評価指標

事業実績
現状値

（2023年12月現在）
5

公約
番号

69
公約内容
事業名

地域いきいき券制度、住宅リフォーム制度を継続します
担当課 産業振興課

担当係 商工観光係

点数

住まい快適
助成事業

地域活性化事業

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
住まい快適24件

地域活性化事業負担金

6,345千円

住まい快適
助成事業

地域活性化事業

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要
　住まい快適助成事業：住宅本体に係る機能維持・住環境向上のための補修・改善・改修・増築等の工事で100千円を
超える工事が対象で助成金額は1/5以内、補助上限200千円（千円未満切捨て）
地域活性化事業：地域いきいき券負担金（利用者負担95％・町2.5%・商工会1.5%・事業者1.0％）

住まい快適助成事業
地域いきいき券事業
負担金

研究段階

検討段階

商工観光係

内容

①中小企業融資利子補給事業：中小企業者が事業運営上必要な資金等のうち日本政策金融公庫資金・長野県中小企業融資制度
資金・商工貯蓄共済斡旋融資資金の借入者で、町税等を完納している者に対し、1％の利子補給を行った。
②町商工振興資金利子補給事業：中小企業者が事業運営上必要な資金等の町制度融資借入に対し、1％までの利子補給を実施し
ていたものを全額補給とし実施した。（全額補給期間：R2.2～R4.12まで）

重要業績
評価指標

事業実績
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

70
公約内容
事業名

中小企業融資利子補給事業や町商工振興資金利子補給の全額補給
を継続します

担当課 産業振興課

担当係

検討段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
①　48件
②　52件

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

10,251

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

8,654

実施

終了

中小企業融資利子補給事業
町商工振興資金利子補給事業
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内容

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業（商工振興事業）ついて、商工会と連携し、先行きが見えない経済状況を
鑑み、商工会に専門相談窓口を設け、事業者の相談に対し、ワンストップできめ細やかな支援を行うための①新型コロ
ナウイルス感染症経済対策相談窓口強化事業と、地域内の店舗及び事業者等の経済対策並びに地域住民に対する
家計の生活応援のため、②みんなで応援！子育て応援！長和の里地域いきいき券配布事業を実施した。

重要業績
評価指標

地方創生臨時交付金活用
現状値

（2023年12月現在）
5

公約
番号

71
公約内容
事業名

長和町商工会との連携強化により新型コロナウイルス感染症に負けな
い政策を実行します

担当課 産業振興課

担当係 商工観光係

点数

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
専門窓口設置
地域いきいき券

配布

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施
新型コロナウイルス感染症経済対策相談窓

口強化事業
みんなで応援！子育て応援！長和の里地域

いきいき券配布事業

終了

摘要

研究段階

検討段階

商工観光係

内容
長和町スポーツコミッションを核としたスポーツと観光を融合した事業の推進を図り、今後、観光地域づくり法人（DMO）
化を目指し、定着するよう支援を行う。

重要業績
評価指標

事業の進捗状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

2

公約
番号

72
公約内容
事業名

長和町観光協会の観光地域づくり法人（DMO）化の構想に取り組みま
す

担当課 産業振興課

担当係

検討段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
HP・パンフレット

作製
Eバイク導入

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

69,376

摘要 財源：スポーツによる地域活性化支援事業　9,869千円（国庫補助10/10）

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

9,869

実施

終了

長和町スポーツ
コミッション運営支援
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内容

（株）長和町振興公社あり方検討委員会を開催し、振興公社が今まで町からの指定管理にて事業を実施していた部門のうち、収益部門を新たに設立
する新会社：マウント長和が「公設・民営」により町からの指定管理により運営する方針となったため、振興公社は温泉2施設の指定管理とケーブルテ
レビの業務委託を町から受けて事業運営する会社となった。
原油高等コスト高が影響し、温泉施設の入館料値上げについて検討するため、「温泉料金検討委員会」を実施し、100円値上げを決定した。

重要業績
評価指標

事業進捗状況
現状値

（2023年12月現在）
5

公約
番号

73
公約内容
事業名

長和町振興公社のあり方を見直し、持続可能な経営をめざします
担当課 産業振興課

担当係 商工観光係

点数

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施 新たな体制で事業運営

終了

摘要 引続き、持続可能な経営のため支援をしていく必要がある。

長和町振興公社あり方
検討委員会の開催

研究段階

検討段階

商工観光係

内容
ブランシュたかやまスキー場あり方検討委員会を開催し、振興公社が今まで町からの指定管理にて事業を実施してい
た部門のうち、収益部門を新たに設立する新会社が「公設・民営」により町からの指定管理により運営する方針となり、
町外・町内事業者より出資を募り、新会社：（株）マウント長和が設立された。

重要業績
評価指標

事業の進捗状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

74
公約内容
事業名

ブランシュたかやまスキー場を公設民営で運営します
担当課 産業振興課

担当係

検討段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

90,199

摘要
引続き、経営状況等を把握し、経営安定に向けた支援をしていく必要がある。
スキー場（キャンプ場含む）・和紙の里・姫木平自然の家を町から指定管理を受けて事業運営する（株）マウント長和は民間活力を大いに発揮し、運営
していただき、町は施設整備を行政所有のメリットを活かし、補助金の獲得、有利な起債、施設使用料を活用して実施していく。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額
135,615

実施
（株）マウント長和
による運営

終了

ブランシュたかやまスキー
場あり方検討委員会の開
催
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内容
平成30年5月に長野県・山梨県の2県14市町村で認定された日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」を活用し、構成団
体と連携し町への誘客を目指す。

重要業績
評価指標

原始・古代ロマン体験館、黒耀石体験ミュージアム、星くそ館の入館者数
現状値

（2023年12月現在）
2

公約
番号

75
公約内容
事業名

日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」と連携した新たな観光客の獲
得を目指します

担当課 教育課

担当係 文化財係

点数

町独自日本遺産
ウェブサイトのコ

ンテンツ作成

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
町独自日本遺産
ウェブサイトのコ

ンテンツ作成

町独自日本遺産
ウェブサイトのコ

ンテンツ作成

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要
評価指標となる３施設の入館者は、新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い、令和2～4年度にかけて大幅な減少を見
せたが、令和5年度より各種規制の緩和に伴いコロナ禍以前の入館者数を大幅に上回った。

日本遺産事業

研究段階

検討段階

文化財係

内容
かつて中山道の宿場町として繁栄し、今なお往事の面影が色濃く残る和田宿、長久保宿の町並みと歴史的文化遺産を
保存整備し活用を図り、当町への観光誘客を促進する。

重要業績
評価指標

和田宿長久保宿への観光者数（文化財施設利用者数）
現状値

（2023年12月現在）

点数

2

公約
番号

76
公約内容
事業名

中山道、和田宿、長久保宿の街並み整備と文化遺産を活用した観光
に取り組みます
事業名：和田宿町並み景観整備事業/長久保宿町並み景観整備事業

担当課 教育課

担当係

検討段階

長久保宿本陣物置補
償、和田宿よろずや
土蔵補助、長久保宿
釜鳴屋消防設備補助

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
国史跡かわちや門
塀修理工事

長久保宿本陣座敷棟
土地建物買上、和田
宿たから屋修理補助

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

316 91 316 35 126

摘要
長久保宿本陣は、令和4年3月に国史跡中山道追加指定を受け、令和4年度国庫補助事業により座敷棟の土地建物買
上を行い、令和5年度は復元整備事業に向け根拠資料となる絵図面、普請記録等の調査検証作業を実施中。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,463 1,463 8,988 8,988 2,781

実施

終了

長久保宿本陣保存整備事
業
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内容 下諏訪町と連携して、観光分野での連携を図る。

重要業績
評価指標

下諏訪町との連携した事業数
現状値

（2023年12月現在）
1

公約
番号

77
公約内容
事業名

縄文文化圏の下諏訪町と連携し、「縄文の道」、「黒耀石の町々」として
観光の発展的な構想に取り組みます

担当課 教育課

担当係 文化財係

点数

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要
令和3年度にモニターツアーを実施し、受け入れの協力をした。その後下諏訪町担当者の異動に伴い実施されていな
い。

下諏訪町と連携したモニ
ターツアー実施

研究段階

検討段階

商工観光係

内容 コンシェルジュ事業の推進を図ると共に活躍の場の創出を図る

重要業績
評価指標

地方創生臨時交付金事業
現状値

（2023年12月現在）

点数

3

公約
番号

78
公約内容
事業名

ウイズコロナ・アフターコロナ後に期待される訪日外国人（インバウン
ド）の積極的に取り組みます

担当課 産業振興課

担当係

検討段階

コンシェルジュ育
成事業

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

適切な人材育成

具体的取り組み
コンシェルジュ育

成事業
コンシェルジュ育

成事業

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0 0

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

422 364 468 431 468 460

実施 現地視察、ガイド活動

終了

ガイド活動

長和町コンシェルジュ認定
に向けた人材育成
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内容
R3年度長和町スポーツコミッションを立ち上げ、トレイルランやモルック、ボルダリングやＥバイクなど新たな観光振興へ
の取り組みを模索し実施している。

重要業績
評価指標

事業の進捗状況
現状値

（2023年12月現在）
4

公約
番号

79
公約内容
事業名

美ヶ原に代表される自然資産の活用や最新スポーツにかかわる新た
な観光事業を創設します

担当課 産業振興課

担当係 商工観光係

点数

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施
レンタサイクル事業、モ
ルック大会、ランニングイ
ベント等各種事業の実施

終了

摘要

新しいスポーツコンテンツ
について継続して実施して
いくための体制、財源

観光振興に寄与するアウ
トドアスポーツの検討

研究段階

検討段階

まちづくり政策係

内容
長和町を未来に向けてより元気な町とするために、都市圏から人材を受け入れ、新しい発想により地域づくりを進める
信州・長和町地域おこし協力隊を任用

重要業績
評価指標

地域おこし協力隊員が退任後の町内への在住割合
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

80
公約内容
事業名

地域おこし協力隊によるまちづくりを応援し、起業をめざす支援をしま
す

担当課 企画財政課

担当係

検討段階

協力隊員任用

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み 協力隊員任用 協力隊員任用

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

0 0 0 0 0 0

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

20,526 24,563

実施

終了
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内容
児童、生徒が自ら考え行動するには、学校生活での経験や学習の積み重ねが重要です。
日々の学習や学習教材について、長和町独自の授業や学校のカリキュラムを大切にし学校運営を行う。

重要業績
評価指標

町立小学校の教育振興
現状値

（2023年12月現在）
4

公約
番号

81
公約内容
事業名

自分で考え行動できる子どもを育てます。
該当事業名：小学校教育振興一般経費

担当課 教育課

担当係 学校教育係

点数

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
小学校教科経費
の支出

小学校教科経費
の支出

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要

小学校教科経費の支出

研究段階

検討段階

学校教育係

内容
ＧＩＧＡスクール対応のため端末機器の導入、ＧＩＧＡスクール対応の校内無線ランの設置、ＩＣＴ教育のサポータ支援を行
います。また、必要となる電子黒板や学習ソフトの購入を行う。

重要業績
評価指標

端末機器の導入、ＩＣＴ支援員によるサポート業務、電子黒板の購入、学習ソフ
トの購入

現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

82
公約内容
事業名

ＧＩＧＡスクール対応、ＩＣＴ教育を促進します
該当事業名：事務局一般経費

担当課 教育課

担当係

検討段階

サポート業務、電
学習ソフトの購入

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
サポート業務、電
子黒板の購入、
学習ソフトの購入

サポート業務、電
子黒板の購入、
学習ソフトの購入

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

8,373 2,323 9,421 8,831

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

4,925 4,912 5,797 5,494 3,625

実施

終了

ＧＩＧＡスクールの運営
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内容 コロナやインフルエンザによる感染症対策として、学校に感染症予防の物品を購入し感染症を予防する。

重要業績
評価指標

各小学校への消毒液、消毒ボトルスプレー、消毒液詰替え用、非接触型検温
器、使い捨て手袋等を常備し、感染防止を日常化する。

現状値

（2023年12月現在）
5

公約
番号

83
公約内容
事業名

コロナ下でもしっかり学べる体制づくりに取り組みます
該当事業名：感染症対策の消耗品購入

担当課 教育課

担当係 学校教育係

点数

感染症対策物品
の購入

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
感染症対策物品
の購入

感染症対策物品
の購入

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要

感染輿望の継続

研究段階

検討段階

学校教育係

内容

長門小学校では信州型のコミュニティスクール、和田小学校では文科省型のコミュニティスクールと異なるコミュニティスクールが運営されている。地域
住民が学校支援（見守、授業支援、行事の支援、読み聞かせ等）に参画していただいている。人が生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役
割の価値や自分との関係を見いだしていく連なりや積み重ねを大切にし、将来の自立に向けて必要な能力や態度を育てることを目的とし、コミュニティ
スクールを運営している。

重要業績
評価指標

コミュニティスクールの運営協議会の必要経費と報酬の支払
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

84
公約内容
事業名

コミュニティスクール及びキャリア教育を推進します
該当事業名：コミュニティスクール支援事業

担当課 教育課

担当係

検討段階

運営費用の支出

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み 運営費用の支出 運営費用の支出

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

2,000 2,000 1,800 1,800 420

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

451 278 515 351 504

実施

終了

コミュニティスクールの運営
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内容
長和町の奨学金は貸与型の奨学金であり、返済に対して利息の支払いはない。周辺市町村では、貸与型の奨学金か
ら返済利息の補助もしくは町内就職者向けの補助金制度へ移行している市町村もある。貸与型でも貸付金額の検討や
返済期間の延長、財源が必要ではあるが、研究を令和６年度から行う。

重要業績
評価指標

奨学金返還支援制度の検討
現状値

（2023年12月現在）
1

公約
番号

85
公約内容
事業名

奨学金返還支援制度の創設を検討します
該当事業名：奨学金運営委員会事業

担当課 教育課

担当係 学校教育係

点数

運営委員会経費

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み 運営委員会経費 運営委員会経費

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要

奨学金の貸与

奨学金の金額、返済期
間、制度設計の検討

研究段階

検討段階

学校教育係

内容
高校通学費について、町では独自に補助を行っている。通学費用に関する保護者の負担軽減につながっている。
バスでの通学については、蓼科高校へのバスの運行については、町でスクールバスを委託し運行している。

重要業績
評価指標

通学費補助金の交付
現状値

（2023年12月現在）

点数

3

公約
番号

86
公約内容
事業名

利便しやすい高校通学方法を研究します
該当事業名：高等学校通学費等補助事業

担当課 教育課

担当係

検討段階

通学費補助の実
施

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
通学費補助の実
施

通学費補助の実
施

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

27 23 24 20 24

摘要 　今後、デマンド交通を含めた交通体系との検討を行う。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

9,468 10,155 10,248 10,150 10,092

実施

終了

保護者への通学費補助
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内容
社会福祉法人樅ノ木福祉会が整備する障がい者支援施設と接続した「長和町地域共生社会実現のためのコミュニティ
施設」を整備

重要業績
評価指標

既存施設の解体、施設建設
現状値

（2023年12月現在）
5

公約
番号

87
公約内容
事業名

古町地域の拠点となるコミュニティセンターを建設します
担当課 教育課

担当係 社会教育係

点数

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み 施設建設 完成・運用

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施
施設建設
（既存施設解体含む）

終了 令和4年8月完成

摘要

研究段階

検討段階

社会教育係

内容 体育施設の整備・改修について長期的な展望を踏まえた計画を検討する。

重要業績
評価指標

体育施設整備計画の検討状況、施設の改修状況　等
現状値

（2023年12月現在）

点数

2

公約
番号

88
公約内容
事業名

体育施設の検証を行い、長期展望に立った施設整備を計画します
担当課 教育課

担当係

検討段階

適切な維持管理
整備の検討

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
適切な維持管理
整備の検討

適切な維持管理
整備の検討

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額
363,670 358,303

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

2,138 2,101 5,343 5,343 4,705

実施

終了

体育館等のLED化　など

継続的な維持管理
必要に応じた改修
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内容
国際交流事業推進のため長和町・Breckland国際交流事業実行委員会を開催します。また、交流事業をよりスムーズに
実施するため、英国駐在委員を委嘱し、イギリスの関係諸団体との連絡およびイギリスおよび周辺諸国等の社会情勢
等についてきめ細かくアドバイスをいただきます。

重要業績
評価指標

国際交流事業への参加人数
現状値

（2023年12月現在）
3

公約
番号

89
公約内容
事業名

次代を担う青少年が広い視野で未来に羽ばたけるよう国際交流事業を
推進し、保・小・中の一貫した英語教育に取り組みます

担当課
担当係

総務課
総務係

担当課
担当係

教育課
文化財係

点数

実行委員会およ
びオランダイギリ
ス渡航報告会

実行委員会およ
び渡航報告会

実行委員会

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
事業延期に係る
保護者説明会・

講演会

実行委員会およ
び長崎研修報告

会

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要
実行委員会等開催に係る経費：委員報酬7,000円×0.5日をのべ４９人。@3,500円×49=171,500円　旅費については30
円/kmで再計算し、委員会@6,000円×３回＝18,000円　専門部会等@510円×３回＝1530円
英国駐在委員謝金：@10,000円×12月×1名＝120,000円

実行委員会および長和青
少年黒耀石大使の活動報
告会開催

研究段階

検討段階

文化財係

内容 「長和町青少年海外派遣交流事業」において、「長和青少年黒耀石大使」の渡航交流事業を実施します。

重要業績
評価指標

国際交流事業への参加人数
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

90
公約内容
事業名

歴史遺産を活かした国際交流事業を促進します。
担当課 教育課

担当係

検討段階

長和青少年黒耀石大
使３・４期生イギリスオ

ランダ渡航交流

長和青少年黒耀石大
使４・５期生イギリスオ

ランダ渡航交流

長和青少年黒耀
石大使７期生募

集

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
星糞峠黒耀石鉱
山発掘調査報告
書英語版出版

長和青少年黒耀
石大使３・４期生

長崎研修

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

488 0 488 204 488 312 312

摘要
「長和町青少年海外派遣交流事業」における長和青少年黒耀石大使の海外渡航は隔年事業ですが、コロナ禍および
ウクライナ情勢による延期により、令和5年度と6年度は連続での渡航となります。令和7年度から隔年事業としての実
施に戻ります。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

6,600 1,055 4,900 4,359 17,776 8,565 1,200

実施

終了

長和町・Breckland国際交
流事業実行委員会へ負担
金として交付
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内容 総合型地域スポーツクラブに向けた「ながわスポーツクラブ」の育成

重要業績
評価指標

総合型地域スポーツクラブに向けた「ながわスポーツクラブ」の育成
現状値

（2023年12月現在）
2

公約
番号

91
公約内容
事業名

総合型地域スポーツクラブに向けた「ながわスポーツクラブ」の育成を
推進します

担当課 教育課

担当係 社会教育係

点数

クラブ内での周
知意向確認等

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
クラブ内での周

知等
クラブ内での周

知等

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要

指導者の確保等

研究段階

検討段階

人権男女共同参画係

内容 従来の児童館の運営に加え、放課後児童受け入れ体制の充実を図ります。

重要業績
評価指標

従来の児童館の運営に加え、放課後児童受け入れ体制の充実
現状値

（2023年12月現在）

点数

4

公約
番号

92
公約内容
事業名

児童館の利用者数の増加に伴い支援員、支援補助員の増員し、安全
で快適な安全な体制に努めます

担当課 教育課

担当係

検討段階

支援員の充実、
新規指導員の確

保

支援員の充実、
新規指導員の確

保

支援員の充実、
新規指導員の確

保

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
支援員の充実、
新規指導員の確

保

支援員の充実、
新規指導員の確

保

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

11,500 13,855 11,500 13,189 14,571

実施

終了

放課後児童支援員に係る
包括業務委託
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内容 12月の人権週間に合わせて「差別をなくす町民集会」を開催し、人権に関する講演を実施する。

重要業績
評価指標

事業実施事業協
現状値

（2023年12月現在）
4

公約
番号

93
公約内容
事業名

学校教育、社会教育、企業教育の連携による地域ぐるみで人権教育を
推進します

担当課 教育課

担当係 人権男女共同参画係

点数

人権講演に係る
講師謝礼

人権講演に係る
講師謝礼

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
人権講演に係る

講師謝礼
人権講演に係る

講師謝礼

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要

差別をなくす町民集会の
開催

研究段階

検討段階

人権男女共同参画係

内容
2007年に策定した第1次男女共同参画計画を、時代や社会の変化、新しい課題に対応できるよう見直しを図り、施策の
指針を示し、男女共同参画の実現に向けた施策を推進するため、第2次男女共同参画計画を策定します。

重要業績
評価指標

計画策定に向けた施策の検討事業の実施状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

3

公約
番号

94
公約内容
事業名

ポジティブアクションの手法により、女性を始めとする多様な人々が参
画する機会を確保します

担当課 教育課

担当係

検討段階

第2次計画の推
進

第2次計画の推
進

第2次計画の推
進

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
第２次男女共同
参画計画の策定

第2次計画の推
進

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

350 193 350 332 300 288 300

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

65 65 168 142 234

実施
第２次概要版作製・配布

住民意識調査

終了 計画策定委員会委員報酬

計画推進委員会委員報酬
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内容
2007年に策定した第1次男女共同参画計画を、時代や社会の変化、新しい課題に対応できるよう見直しを図り、施策の
指針を示し、男女共同参画の実現に向けた施策を推進するため、第2次男女共同参画計画を策定します。

重要業績
評価指標

計画の策定状況
現状値

（2023年12月現在）
5

公約
番号

95
公約内容
事業名

ジェンダー平等をモットーに男女共同参画計画を見直します
担当課 教育課

担当係 人権男女共同参画係

点数

第2次計画の推
進

第2次計画の推
進

第2次計画の推
進

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
第２次男女共同
参画計画の策定

第2次計画の推
進

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施
第２次概要版作製・配布

住民意識調査

終了 計画策定委員会委員報酬

摘要

計画推進委員会委員報酬

研究段階

検討段階

人権男女共同参画係

内容 地域における人権に関する啓発活動の促進を図ります。

重要業績
評価指標

地域における人権に関する啓発活動の促進事業　
現状値

（2023年12月現在）

点数

5

公約
番号

96
公約内容
事業名

「人ある限り人権の尊重を！」を合言葉に人権侵害に対応できる意識
の研鑽と体制の充実をはかります

担当課 教育課

担当係

検討段階

人権啓発活動促
進

人権啓発活動促
進

人権啓発活動促
進

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
人権啓発活動促

進
人権啓発活動促

進

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

65 65 168 142 234

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

350 193 454 388 404

実施
長和町人権擁護委員会負
担金

終了

差別をなくす町民集会
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内容 長門図書館及び「デジとしょ信州」の利用促進を図ります。

重要業績
評価指標

長門図書館利用カード登録数及び貸出図書数
「デジとしょ信州」の登録数及び貸出冊数

現状値

（2023年12月現在）
3

公約
番号

97
公約内容
事業名

図書館によるひとづくり、まちづくりを検討します
担当課 教育課

担当係 人権男女共同参画係

点数

図書館利用の促
進

図書館利用の促
進

図書館利用の促
進

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
図書館利用の促

進
図書館利用の促

進

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施
「デジとしょ信州」の利用開
始

終了

摘要

包括業務委託（図書館員）

上田広域情報ネットワーク

研究段階

検討段階

内容 東京農業大学などとの協定並びに連携による各種事務事業の検証を行う

重要業績
評価指標

事務事業の進捗状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

3

公約
番号

98
公約内容
事業名

官学連携の検証を行い、より確かなシナジー効果を生み出します
担当課

産業振興課
企画財政課・教育課

担当係

検討段階

研究・検討

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

女子美術大学との
連携検討

具体的取り組み 研究・検討 研究・検討

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

6,748 6,712 6,679 6,675 6,889

摘要 東京農業大学、女子美術大学、明治大学　ほか

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

実施

終了

既存事業のあり方検討

事業検証
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内容 事業連携及び発展の検討を行う。

重要業績
評価指標

事業の進捗状況
現状値

（2023年12月現在）
2

公約
番号

99
公約内容
事業名

大学と連携し大学の理解のもと、未来を担う子どもたちの道標となる活
動を進めます

担当課
産業振興課
企画財政課・教育課

担当係

点数

研究・検討

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み 研究・検討 研究・検討

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施

終了

摘要

連携の検討

新規連携の研究研究段階

検討段階

まちづくり政策係

内容
女子美術大学とアートの力で長和町を活性化させることを目的として、包括連携協定の締結を目指し、活動を行う。

重要業績
評価指標

連携協定の締結達成等進捗状況
現状値

（2023年12月現在）

点数

3

公約
番号

100
公約内容
事業名

自治体も大学を選択する時代、将来に向けて発展的な連携が期待で
きる大学との産官学連携を目指します

担当課 企画財政課

担当係

検討段階

女子美術大学と
のアートによる長
和町活性化事業

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み
女子美術大学と
のアートによる長
和町活性化事業

女子美術大学と
のアートによる長
和町活性化事業

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

摘要
令和5年度までに包括連携協定の締結は至らなかった。令和6年度に、女子美術大学（地域連携室）と長和町で直接に
協議して、双方のメリットを研究して本事業の必要性等の話し合いをしていくこととなる。

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

1,654 1,654 2,169 2,169 2,560

実施 同上

終了

ジャパンイニシアチブへの
業務委託料等
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内容 国の進める自治体DXの推進と住民の皆さんへの行政サービスの向上を目指した取り組みの推進

重要業績
評価指標

自治体DX関係（行政窓口オンライン化）業務実施状況
現状値

（2023年12月現在）
4

公約
番号

101
公約内容
事業名

産官学連携によるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）をすすめます
担当課 情報広報課

担当係 情報広報係

点数

書かない窓口
公金キャッシュレ

ス収納
保育園ICT事業

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み DX研修会の実施
DX推進部会の設

立

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

実施
デジタル田園都市国家交
付金事業

終了

303 302 1,150 1,149

摘要
国の進める基幹系業務システムの共同化への対応
書かない窓口（R5導入）、地域アプリ（R5運用開始）、公金キャッシュレス（R6導入予定）、保育園ICT（R6導入予定）な
ど、DXによる行政サービスの向上を目指した取り組みの推進

町DX推進部会

基幹系システム共同化事
業

ICTアドバイザリー事業研究段階

検討段階

内容

31,615 31,615 33,245 33,245 31,937 (31,937) (84,381)

重要業績
評価指標

現状値

（2023年12月現在）

点数

公約
番号

公約内容
事業名

担当課

担当係

検討段階

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

具体的取り組み

事業費（見込額）（単位：千円）
予算額 決算額 予算額 決算額

従来からの
継続事業

研究段階

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

31,918 31,917 34,395 34,394 50,490 (50,489) (96,571)

摘要

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

実施

終了

1,150 (1,149) (1,150)

17,403 (17,403) (11,040)
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